
施設管理計画表

【施設の現況】 【見直し方針の説明】

（実施する見直しの内容）

（見直しに伴う問題点や課題）

【類似施設との連携】

【行程表（手順及びスケジュール）】
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　売店、喫茶店の存続について、観光物産協会へ意向を打診している最中である。もし、売店、喫茶店を閉鎖するのであれ
ば、規模を縮小した、待合所と、公衆トイレとしての利用としたい。
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　本施設は、榎津港の利用をする者の便宜に供するため、平成６年４月110,780千円で整備された施設である。現在の港利
用者状況は、平成１８年度　1,314人、平成１９年度　596人と減少傾向にある。
　施設の管理は、委託契約（２業者）で実施しており、経常経費2,853千円に対し経常収入927千円となっている。
　航路の状況は、定期旅客船の航路はないものの、貨物船の接岸（月・水・木・土曜日は、１日１便。火・金曜日は、１日２
便）時は、船員の憩いの場として、また、地区住民のバス待合の時、公衆トイレとしても使用されている。
　今回、施設のあり方を検討した結果、貸付規模を縮小して施設を現状のまま維持していく。
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